
富士通グループのCSR

地球と社会の持続可能な発展への貢献

企業活動を通じた社会的課題の解決

ICTによる機会と安心の提供
世界の70億人をICTがつなぎ・支える
社会の実現に貢献し、人々に夢のあ
る機会と安心を提供する。

地球環境保全への対応
ICTによりグローバルな環境課題の
解決に貢献するとともに、自らの環
境負荷を低減する。

ステークホルダーとの対話と協力
良き企業市民として、ステークホルダーの
多様な期待と要請を理解して企業活動を実
施する。

CSR活動の基盤強化

多様性の受容
企業と個人が共に成長できるよう、
国籍、性別、年齢、障がいの有無、価
値観に関わらず、多様な人材を受け
入れ活かす。

地球と社会に貢献する人材の育成
グローバルな視点にたち、他に先駆
けて社会の発展に貢献する高い志を
持った人材を育てる。

重要課題1 重要課題2

重要課題5

重要課題3 重要課題4

　富士通グループのCSRは、FUJITSU Wayの実践です。全ての事業活動において、マルチステークホルダーの期待と要請を踏
まえFUJITSU Wayを実践することにより、地球と社会の持続可能な発展に貢献します。CSRの実践にあたっては、下記の5つの
課題に重点的に取り組みます。これらの課題への対応を通じて、グローバルICT企業として責任ある経営を推進します。

富士通では中期目標（2020年度）を定め、それに向けた単年度の目標を設定し実績の開示を行っています。詳細は「CSR報告書
2014」の12ページをご参照ください。

富士通は、持続可能なビジネスを実践するため、国連グローバル・コンパクトの署名企業（2009年12月署名）として「人権」「労
働」「環境」「腐敗防止」の4分野10原則を支持しています。また、2014年3月からスタートした新グローバルマトリクス体制の
もと、ISO26000の枠組みを活用して、国内外のグループ122社にCSRマネジメントサイクルの導入を進めています。これからも富
士通は、ブランドプロミスである「shaping tomorrow with you」に基づき、ステークホルダーの皆様の期待と要請を踏まえた
事業活動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献していきます。　

富士通グループ　CSR基本方針

CSR活動の目標と実績

ISO26000を活用したCSR活動

http://jp.fujitsu.com/about/csr/reports/2014/

下線が引いてある用語については154-156ページの「用語解説」をご参照ください。
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富士通は、日本社会が抱える医療に関わる様々な問題に取り組
むべく、2013年12月に「未来医療開発センター」を設立しまし
た。同センターのミッションは、ICTを最大限活用し、最先端の研
究機関や医療現場と連携することで、「健康増進」「疾患の早期発
見」「重症化予防」「新薬創出」「個別化医療」などにおける新たな
事業を創出することです。
特に、国内の医療機関における電子カルテシステムの導入シェア
第1位という実績・ノウハウを活かし、今後は、これまでの診療情
報に加え、ゲノム情報や日々の生活情報を統合した、次世代電子
カルテシステムの構築や個別化医療の実現を目指します。

ICTはビジネスの効率化を超えて、社会を変革する力を持ち始
めました。富士通は、ICTの活用領域を農業や健康、防災など、地
球規模の問題解決に広げ、「ソーシャルイノベーション」の実現に
チャレンジしていきます。
「ソーシャルイノベーション研究所」は、それまでの環境・エネル
ギーセンター、ライフイノベーション研究推進室、モビリティ研究
推進室、ソフトウェア技術研究所を2013年12月に統合し、各専門
分野を融合させることによる異種データの連携、利活用により新し
い「価値」を提供する社会基盤の構築を目指して設立されました。
「ソーシャルイノベーション」の実現に向けては、社会現場での
フィールドワークや関係者とのワークショップなどにより社会の
現状と解決すべき課題を把握し、課題の解決に向けたビジョンと
具体的なICT施策を導入していきます。これは、富士通が企業や
組織の現場を対象に取り組んでいるフィールドイノベーションの
考え方を社会領域に展開したものであり、従来のICTが浸透して
いなかった社会領域での富士通の新しいビジネス創造と社会貢
献を目指します。

富士通は2013年11月、「産業界こそが、事業を通じて環境や社会問題に良いインパクトを与えることができる」というWBCSD
の考えに賛同し、同団体に加盟しました。WBCSD活動の一環として、富士通は、世界を代表する自動車、石油、タイヤに関する
会社（計15社）と共に、「サステナブル・モビリティ・プロジェクト（SMP）2.0」に参加し、持続可能な交通社会のビジョンづくりを推
進しています。SMP2.0では、世界の6都市で、交通事故、環境負荷、渋滞などについて実証実験を行い、その成果を将来のよ
り良い交通社会の実現に向け、各国政府などに提言を進める予定です。
また、当社はWBCSDにおいて、CSR視点で企業価値を向上させるため、「社会
経済的影響測定の戦略的活用」、「インクルーシブ・ビジネス」等についての啓蒙
活動にも従事しています。

また、国内外の製薬企業や研究機関などと連携し、スーパー
コンピュータを活用した「 IT創薬」にも取り組んでいます。シ
ミュレーションの活用により、発病原因に効く物質の特定まで
の時間を大幅に短縮できることが示されています。
今後は、先端技術はもちろん、これまでのビジネスで培った
技術・ノウハウを活かし、革新的な医療の実現や、人々の健康
を支える社会の形成に貢献していくことを目指します。

n 2013年度の主な事例

「未来医療開発センター」　医療革新と健康な社会づくりを目指す

「ソーシャルイノベーション研究所」　新しいICT領域の開拓

持続可能な開発のための世界経済人会議（WBCSD）への参加

重要課題1 ICTによる機会と安心の提供

また社会問題の解決には法律・制度面への対応や、人間の心理
に配慮したシステムの設計も重要になります。このため制度設計
や社会心理学など社会科学系の研究にも取り組んでいきます。

情報による新しい「価値」を供与する社会基盤を目指して
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ICTの利活用を社会全体に広げ、革新的なテクノロジーを創出するなど、事業活動を通じて、地球環境をはじめとして
広く社会課題の解決に貢献していきます。

1935年創業当初の「自然と共生するものづくり」という考え方
を原点とする富士通グループは、常に中長期的な視点に立ち環境
配慮を推し進めています。富士通グループは「社会に貢献し地球
環境を守ります」をFUJITSU Wayの企業指針に掲げており、地球
の持続可能性への貢献は富士通グループの社会的責任の一つで
あり、存在意義とも言えます。

ICTは資源やエネルギーのより効率的な使用を可能にするほか、
複雑な社会・環境課題の解決に重要な役割を果たすことができま
す。富士通グループがお客様の課題を解決するイノベーションや
ソリューションを創出し、ビジネスを拡大していくことは、持続可
能で豊かな社会づくりへの貢献にもつながります。
富士通グループ自らの環境負荷低減を進めることも重要です。

クラウドサービスの伸長に伴いデータセンターのエネルギー消費
量が増加傾向にある中、省エネルギー化の推進は社会的要請で

富士通グループでは、ソリューションやサービスがお客様先で
どれだけ温室効果ガス削減に貢献しているかを定量的に「見える
化」し、その拡大を図っています。これまで、2009年度から2012
年度までの4年間の累計で1,223万トンのCO2排出量削減に貢献
しました。2013年度からは対象を海外にも拡大し、2015年度ま
での3年間にグローバルで累計2,600万トン以上貢献することを
目指しています。2013年度は818万トン以上という目標に対し、
グローバルで1,087万トンの貢献量となり、目標を達成しました。

富士通グループでは、事業活動に伴う温室効果ガスの排出量削
減に努めており、2015年度に「事業所における温室効果ガスの
排出量を1990年度比20％以上削減する」という目標を掲げてい
ます。2013年度のグローバルでの総排出量は約94.8万トンであ
り、1990年度比では29.4％削減となりました。

あると同時に、自社の電力コスト削減につながります。また、製
品・サービスのライフサイクルにおけるエネルギー・資源の使用
を最小化することは競争力の強化にもつながり、ビジネスにおけ
る優位性を獲得するためにも必要不可欠です。

2013年度は、ICTの提供によりお客様・社会のGHG排出量削減
に1,087万トン貢献、事業所におけるGHG排出量を前年度比6.6
万トン削減するなど、2015年度末までの「第7期富士通グループ
環境行動計画」の目標達成に向けて順調に進捗しています。さら
にICT製品の資源効率向上の目標では、主にスマートフォン、パソ
コン、サーバなどの小型化、軽量化を推し進め、21.3％を達成し
ました。加えて社会貢献活動では、フィリピンでの小学校への出
前授業や岩手県での森林再生活動など、世界各国の社員が積極
的に地域社会と連携した活動を行っています。
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（注1） 国内／海外CO2排出量：環境行動計画の実績報告における購入電力のCO2換算
係数は、2002年度以降は0.407トン-CO2／MWh（固定）で算出。

（注2） CO2以外の排出量：温暖化係数（GWP）によるCO2相当の排出量に換算。1995年
度実績を1990年度の排出量とする。

   国内CO2排出量（注1）　　    海外CO2排出量（注1）　　    CO2以外の排出量（注2） 累計（第7期富士通グループ環境行動計画の目標）　　
   ICTによるGHG削減貢献量（国内）※　  ICTによるGHG削減貢献量（海外）※

※2010年度から2012年度の値は第6期富士通グループ環境行動計画における実績値
です。

 2013年度から範囲をグローバルに拡大しています。

ICTの提供によるGHG排出量の削減貢献目標と実績 温室効果ガスの排出量推移

重要課題2 地球環境保全への対応

ICTの力で成長を実現し、社会・環境課題の解決に貢献

ICTの提供による温室効果ガス（GHG）排出量の削減 事業活動に伴う温室効果ガス排出量の削減
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n 2013年度の主な環境活動

ICTの普及により、大学生たちはいつでもどこででも教材を手
に入れ、学習できることを望むようになっています。そのために、
イギリスのサフォーク大学（UCS: University Campus Suffolk）様
では、老朽化したデータセンターを新しくする必要がありました。

UCS様はシステム稼働時間や処理性能の向上、さらに消費電力
80%削減と、フロア占有面積70%削減を目指し、ICT機器の新規
導入のパートナーとして富士通を選びました。
まずUCS様はストレージエリアネットワーク（SAN）を新しく

し、全てのストレージをFUJITSU Storage ETERNUS DX80の
2台に集約。次に仮想化技術の導入に取り組み、FUJITSU 
Server PRIMERGY RX300の5台に、物理サーバ約100台を集
約しました。

UCS様では、データセンターの再構築に続いて、高い画像処理
性能を持ちながら電力消費が低い、富士通のワークステーション

富士通は生命保険会社の営業職員が利用する契約管理システ
ムの中核となるタブレット端末ソリューションを2013年12月に提
供しました。
従来、保険営業職員の事務処理にあたっては多くの書類を使っ

ており、その作業は営業所で行う必要がありました。このソリュー
ションでは、セキュリティ機能を高めることで、タブレット端末で
商品説明から契約の事務までをお客様先で行えるようにしまし
た。これにより書類のペーパーレス化を実現し、外出先から営業
所まで移動する必要もなくなります。

富士通コンポーネントの技術開発センターでは、クリーンルー
ムの加湿方式の変更や、コンプレッサーの排熱有効利用を通じて
省エネを図っています。
従来は、タッチパネル製造工場のクリーンルームにおいて、空
調機内でボイラーの蒸気による加湿を行っていましたが、加湿能
力不足などの問題もあり、室内への純水噴霧による加湿方式に
変更しました。これにより、湿度管理・制御を改善するとともに、
ボイラーの燃料使用量を削減することができました。さらに、ク
リーンルームでは年間を通して冷房運転を行っていますが、純水
噴霧の気化熱で室温が下がる効果もあり、冷房負荷の低減（冷凍
機の電力消費量削減）にもつながっています。また、コンプレッ
サーにおいては、排熱による室温上昇や機器の効率低下を抑え
るため、冷凍機で冷却しています。一方、純水製造装置では、原

英国のサフォーク大学様のデータセンター最適化で、消費電力80%削減に貢献

生命保険会社様の営業職員向けにタブレット端末を導入し、CO2排出量を43.1％削減

クリーンルームの加湿方式変更による省エネ

CELSIUS M370をコンピュータゲームデザイン学科に導入し、学
生たちの創造性の向上につながっています。

タブレット活用シーン（イメージ）

純水噴霧による加湿（イメージ）

水をボイラーの蒸気で加温していました。そこで、熱交換器を利
用し、コンプレッサーの排熱で原水を加温するようにしたことで、
冷凍機の電力とボイラーの燃料の消費量を同時に削減することが
できました。
これらの結果、年間約650トンのCO2排出量削減（前年度比
▲20％相当）と年間2千万円を超えるコスト削減を実現しました。

お客様の環境貢献効果を評価したところ、GHG削減効果は
43.1％（当社試算）となりました。数千万枚の大幅なペーパーレ
スにつながるほか、人の移
動量（出張費・交通費の削
減）とオフィススペース
（照明や空調などの省エ
ネ）の削減にも顕著な効果
が表れました。

サフォーク大学様外観
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重要課題3

重要課題4

多様性の受容

地球と社会に貢献する人材の育成

富士通グループでは、約16万人の人材が世界中で活躍しています。このように国籍、性別、年齢の違いや障がいの有
無などに関わらず、多様な人材を受け入れ個性を尊重し合うことで、社員一人ひとりと組織が共に成長したいと考え
ています。

富士通グループが目指す真のグローバルICTカンパニーに向けた次世代リーダーの育成により、事業戦略の実現と
社会課題の解決を両立させ、地球・社会の持続的な発展に貢献していきます。

富士通では、多様性の受容（ダイバーシティ&インクルージョン）を経営の最重要事項の1つと
して位置づけています。2013年度はダイバーシティ推進活動の第2期「理解と実践」の最終年
として、第1期の施策に加え、2011年度から実施している3つの重点施策についても継続して取
り組みました。

2014年度以降の第3期では、「多様性をイノベーションへ」をテーマに、従来の取り組みに
加え、以下の3つの重点施策に取り組んでいく予定です。

•イノベーション創出に向けた職場でのダイバーシティ推進の支援
•多様なリーダー輩出に向けた若年時からの継続的なタレントマネジメントの拡充（特に女性）
•国内外グループ会社への展開

富士通グループが目指す「真のグローバルICTカンパニー」をリードする次世代リーダーの
育成／グローバルタレントマネジメントに特に注力しています。
次世代リーダーの育成では「優秀な人材を選抜」し、「実践を通じたアクションラーニング」と「修
羅場経験（チャレンジングな配置）」を通じて、成長の場を与えることを教育の柱としています。
また、今後の成長分野であるイノベーション領域でのビジネス拡大に向け、多様な人材とコラボ
レートしてビジネスを創造できる組織・人材の開発を強化していきます。
これらのプロセスを一貫性を持って実行できるよう、「グローバル人事基盤」の構築にも取り
組んでいます。
具体的には、グローバル共通の「職責のレベリング」や「リーダーシップコンピテンシー」を導入

し、世界中のキーポジションやタレント人材を把握し、国や地域を超えて人材活用することを目指
しています。 

これまでの、多様性の受容に関する全社的な取り組みや職場での様々なイノベーション事例が
評価され、経済産業省主催の「ダイバーシティ経営企業100選」を受賞しました。

ダイバーシティ推進室
室長

塩野　典子

人事本部
シニアディレクター

平松　浩樹
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有識者を招いてのダイアログ

社会貢献活動の考え方

世界からの評価

有識者の方々をお招きし、「持続可能な社会と企業のあり方」について様々なご意見をいただきました。

富士通グループは、豊かで夢のある未来の実現に向けて、ICTを活用してお客様・地域社会・世界の人々と
新たな価値や知恵を共創し、地球と社会の持続可能な発展に貢献したいと考えています。
社会貢献活動においては、「 ICTの裾野の拡大」「挑戦の支援」「地域との共生」「環境」の4つを柱に、多種
多様なステークホルダーと連携した活動を展開しています。

第1回　統合的に考える
財務・非財務情報の開示について

•Dow Jones Sustainability World Index 選定

•UN Global Compact 100 （Stock Index） 選定

•FTSE4Good Index Series 組入れ

•Carbon Disclosure Project 選定

•Fortune誌「世界で最も賞賛される企業」選出

•Ethibel Sustainability Index 選定

重要課題5

富士通グループでは、良き企業市民としてお客様、株主・投資家、取引先・パートナー、地域社会などのステークホル
ダーの皆様との確かな信頼関係を築くため、それぞれに応じたコミュニケーション方法の整備を進めて対話の機会
を設けています。また、CSR活動基盤の強化に向けて、富士通グループが取り組むべき課題に応じて社外の有識者と
の対話を行うことで、ステークホルダーからの多様な期待と要請を理解して、CSR活動と企業活動に反映しています。

第2回　長期的に考える
長期のビジネスモデルについて

第3回　持続可能な社会
企業が継続的に繁栄し続けるには

統合報告書を視野に入れた財務・非財務
コミュニケーション

社会課題の解決に貢献するビジネスと基
礎研究のあり方

イノベーションを通じて実行する企業の
使命としての持続可能性

ステークホルダーとの対話と協力

http://jp.fujitsu.com/about/csr/society/dialog/

http://jp.fujitsu.com/about/csr/community/
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